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人工知能が創る未来　⑳

　最終回は、企業が人工知能（Ａ
Ｉ）を導入・活用するときに直面す
る課題を述べる。

　ＡＩはほとんどの企業にとって新
規の技術である。進歩も速く、導入
の効果を正しく見積もることが難し
い。人間という「知能のお手本」が
あるだけに、上層部の期待も高くな
りがちだ。導入検討にあたっては、
企画部門と技術者の密なコミュニケ
ーションを通じ、ゴールイメージを
明確にして進める必要がある。プロ
トタイピングやＰｏＣ（概念実証）
による簡易なシミュレーション結果
をもとに、上層部と繰り返し対話す
る姿勢が有効である。
　導入が決まっても課題は山積して
いる。メディアは「米グーグルが開
発した最先端ＡＩ」とはやしたてる
が、大半の企業はそのようなプログ

ラムを実装でき
る人材や情報環
境を持たない。
ビジネスと技術
をつなぐため、
最近では小回り
のきくベンチャ
ーやコンサルタ
ントの役割が高
まっている。
　機械学習の運用時の課題として、
過去の学習データにないパターンへ
のパフォーマンスが極度に低下する
こと、ＡＩの判断基準が人間にとっ
て理解不可能（ブラックボックス）
になってしまうことがある。ＡＩが
うまく機能しない場合に備えた業務
設計が欠かせない。

　今回の連載では現時点のＡＩの実
力と可能性を、当社コンサルタント
がそれぞれの見地から解説した。１
～３回はＡＩの概念整理と 年の歴
史を説明した。現在は第３次ブーム
といわれ、機械学習が幅広い産業で
活用されはじめた段階にある。４～

７回では最先端の機械学習アルゴリ
ズムである深層学習（ディープラー
ニング）のほか、画像認識や音声認
識、対話エージェントなどＡＩの主
要技術の現状と可能性に触れた。
　８～９回では先行するＩＴ企業の
活動とビジネスモデルを説明し、
～ 回は自動運転、医療、ロボッ

トといった各産業でのＡＩの活用事
例を紹介した。 回以降は最先端の
トピックであるＡＩと脳科学の共進
化や、法制度や倫理を巡る課題を取
りあげた。「ＡＩと創造性の関係」
「人間との協業の可能性」「国内外
の政策動向」など伝えきれなかった
テーマは多いが、別の機会に譲りた
い。 （この項おわり）

機能不全への備え不可欠


